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  １年を振り返って           校長 安藤 英俊 

Festina lente 

 3月24日(火)、中学卒業証書授与式並びに3学期終業式を実施し

ました。卒業生(中学3年生56名)とその保護者、在校生、職員が

体育館での式に参加し、門出を祝いました。式の後、大講義室に

て学年LHRを行い、先生方からお祝いの言葉がかけられました。

大講義室を退出する際には、卒業生全員で保護者への感謝の気持

ちを込めて「ありがとうございました！」と挨拶があり、天気に

も恵まれたので、外で集合写真を撮影することができました。ほ

とんどの生徒が2週間後また顔を合わせることになりますが、高

校生として新たなスタートをさせていきましょう！ 

[理事長賞](3名) 

 釘宮 真夏  佐藤 永彩  柴尾 秋史  
 
 
[皆勤賞](3名) 
 黒木 香凛  橋永航太  増田 凛  
 
[日本私立中学校高等学校連合会会長賞]  
 藤吉 藍子 
 
[大分県私学保護者会長賞] 
 矢野 功一郎 

 今年度最後の学園だよりとなりました。

今年度、保護者、同窓生をはじめとする本

校に関わる全ての方々に大変お世話になり

ました。心よりお礼を申し上げます。ま

た、私自身も、昨年の４月に赴任して以

来、皆様からご支援、ご協力をいただきな

がら１年間を過ごすことができました。深

く感謝申し上げます。 

私は県立高校での勤務が長かったため、こ

の１年間、様々な方からしばしば尋ねられ

てきたことがあります。それは、「岩田は

県立と比べてどうですか？」「岩田の印象

はどうですか？」というものです。着任当

初は、漠然とした感想しか述べることがで

きませんでしたが、１年が経過し学校理解

が深まった現時点では、「岩田はヤバ

イ！」と分析しています。以下その詳細で

す。 

１岩田は自由度がヤバイ！ 

私学であるため、学校の特色・方針を運営

に強く反映させることができる。 

２岩田は柔軟性がヤバイ！ 

自由度が高いため、学校の判断で柔軟かつ

スピーディーに新たな取り組みができる。 

３岩田は生徒がヤバイ！ 

「生徒の自主性を尊重した自由な校風」を

標榜するだけあって、明るく伸びやかな雰

囲気で、それが学校行事をはじめとする各

種活動に生かされ成果を出している。 

４岩田は卒業生がヤバイ！ 

各界で活躍しているだけでなく、「岩田

愛」で結ばれた「鉄の結束」で、在校生へ

の支援が多岐にわたっていて半端なく手厚

い。 

５岩田は保護者がヤバイ！ 

教育に対する見識と熱意を有し、学校での

取り組みに対する協力の意識が圧倒的に強

い。 

私がこれまで勤務してきた学校とは大きく

異なり、驚きと発見と喜びの１年間でし

た。次年度も岩田の一員として、「ヤバイ

岩田」の発展に取り組むつもりです。そし

て、「私学の自由と柔軟さで・生徒がのび

のびと・成長する」。このような岩田の

「ＳＳＳ」の達成に向けて先生方と共に尽

力していきたいと考えています。 
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 第３８回卒業証書授与式                                  

 3月1日(日)、高校卒業式が挙行されました。 

 式は国歌斉唱で始まり、校長から生徒一人一人、74名に卒業証

書を手渡ししました。続いて校長から式辞、副理事長から告辞が

あり、来賓の立命館アジア太平洋大学副学長・淺野昭人様と岩田

学園同窓会樟友会・岩尾謙吾様より祝辞をいただきました。 

 その後、在校生を代表して高校2年生の矢野瑛介さんが送辞を、

卒業生を代表して津村明希さんが答辞を述べました。最後は校歌

を斉唱し、卒業生は在校生代表と職員、そして保護者の方々の拍

手に送られながら式場を後にしました。 

38回生は、とても仲の良い学年で、何事にも皆で協力しながら取

り組む学年でした。これから、それぞれの夢実現に向けて、新た

な一歩を踏み出します。 

 

 

 

 

 

《理事長賞》 

  川越 るり 津村 明希 矢野 さくら 室 ほのか 

                      （以上4名） 

《APU・立命館コース優秀賞》 

  村上 希法 

《皆勤賞》 

  上杉 茉奈 阿南 幸葉 山﨑 志歩 川村 紫帆 津村 明希    

  梅木 志恩 續 寧羽  （以上7名） 

《知事賞》 

  津村 明希 

《日本私立中高連会長賞》 

  上杉 茉奈 

《大分県私学保護者会長賞》 

  古賀 愛緑 

<卒業記念品贈呈> 上田 琥太郎 
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保護者代表謝辞 
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優勝したTeamGOLD   3月13日(金)に本校で「第15回校内英語ディベート大会」が
開催されました。インフルエンザの流行による学級閉鎖、生徒

会活動、ウェブコン(探究)、APUプレゼン大会、期末考査な
ど、忙しく、日数も限られている中、生徒達は何とか準備の時
間を捻出して、白熱した立派なディベートとなったと思いま

す。高校1年生と高校2年生、お疲れ様でした！今回、オーディ

エンスで見学となった中学３年生と高校1年生は、来年はメイン

でディベートを行います。1年後に向けて、着実に英語の力を付
けておきましょう！この大会に際しましては、運営、準備、会
場設営等で多くの先生方、生徒の協力を頂きました。ありがと
うございました。 

 
 

以下、試合結果です。 
１位 Team GOLD  
 (宮脇克典、グエンタンアンビン、峯 さら
さ、雨宮真凜) 

２位 Team X  
 (平川奈津美、姜 楽樵、田村 環、丹宗瑞
葉) 

３位 Team USA  
 (阿南充紀、小野双葉、賀来美怜、浦部 悠) 
４位 Team 4  
 (池田結衣、石井 開、高谷真惟、牧野七菜) 
ベストディベーター賞：宮脇克典 

 校内ディベート大会                    英語科主任  坂井 学人 

 2月26日（金）の午後、医進クラス交流会が開催されました。こ

の会は、3月1日に卒業を控えた医進クラスの生徒たちが、高１・

高２の医進クラスの生徒たちに受験勉強のアドバイスを行うこと

を目的とし、毎年実施されています。 

当日は、高３の生徒たちが４つのブースに分かれて座り、高１・

高２の生徒が10分ごとに各ブースを移動し、先輩たちの体験談を

聞く形式で進行しました。 

高３生からは、「志望校は早めに決めることが重要」「信じた参

考書は繰り返し使うべき」「仲間で問題を出し合って勉強するこ

とで効率的に学べる」といった具体的なアドバイスが多く寄せら

れました。また、総合型選抜や学校推薦ですでに合格を決めた生

徒が多かったため、志望理由書の書き方や集団討論、個人面接に

関する具体的な情報も多く提供されました。 

部活動や生徒会活動などを通じてよく知る先輩たちのアドバイス

とあって、後輩たちは熱心に話に聞き入り、また質問も積極的に

行っていました。 

後輩たちにとっては、この交流会が、進路実現に向けた今後の取

り組みを考えるうえでよい刺激となったのではと思います。先輩

たちのアドバイスを生かして、高１・高２の生徒たちが自らの目

標に向かって邁進してゆくことを切に願っています。 

 医進クラス交流会                      ６－３担任  成松 茂 

 卒業生によるバトンリレー                     総務主任 堀 寿瑞代  

 メディカルラボ講演会                            高1学年主任 廣田 奈緒子   

3月17日（火）に中３・高１対象に「～最難関医学部受験に学

ぶ～『難関大学』現役合格への最短ルート」と題してメディカル

ラボによる講演会が行われました。前半では、「知識・技能」か

ら「思考力・判断力・表現力」にシフトした共通テスト対策を意

識した学習に関して、難関大学のボーダー偏差値や出題傾向につ

いて、そして後半では、医学部＆難関大に合格するための３つの

Strategy「正しい学習設計をたてること。」「過去問の活用する

こと。」「情報を活用すること。」そして学力を伸ばし、合格可

能性を高めていくというお話をいただきました。まずは、自分の

苦手なところ・できないところを意識し、分かるように参考書な

どを準備し、苦手なところをつぶしていくことが大切です。今日

の講演を聞いて、学習計画を立て直し、目指す大学の出題傾向を

知り、戦略的に学習に臨んでほしいと思います。多くの保護者の

方にもご参加いただき、ありがとうございました。 

 

生徒代表お礼の言葉 4年2組 岩田凌明さん 

「ついつい難しいことに手を出してしまいがち

がですが、今日のお話を聞いて、改めて基本の

徹底がいかに大事なことか実感しました。私た

ちは受験についてより真剣に考えなければなら

ない時期を迎えますが、それぞれの目標の実現

に向けて日々努力を重ねていきたいと思いま

す。」  

 3月16日（月）の1限目に中3、高1の医進クラス対象にしたオン

ライン講演会を行いました。 

 これは、「卒業生によるバトンリレー～君たちはどう生きるか

～」のイベントの１つで、19回生藤沢尚慶さんと13回生平尾彰浩

さんが企画運営してくれています。今回は、アメリカで医師とし

て活躍されている17回生新谷祐貴さんと繋いで講演＆質疑応答を5

0分間行いました。講演の中では、 

①環境を変える勇気 

②人との出会い 

③失敗を恐れずに挑戦すること 

などについてを、ご自分の経験をもとにして、わかりやすくお話

してくださいました。 

「もし失敗しないとしたら、あなたは何に挑戦しますか？」とい

う問いかけに、真剣な表情で考えている様子が印象的でした。 

 最後に高校1年生の宮園蓮さんがお礼の言葉を述べて、イベント

を終了しました。 

 イベントが終了した後、2限目の時間帯にはなりますが、懐かし

い先生方と談笑し思い出話に花を咲かせました。 

 卒業生が立派に活躍している姿を見て、私たち教員も元気をも

らえました。 



弘前大 (理工 自然エネルギー) 

東北大 (工 機械知能・航空工) 

東京大       (理科二類) 

東京科学大 (生命理工 生命理工学) 

奈良女子大  (文) 

岡山大 

長崎大 

大分大 

大分大 

大分大 

大分大 

  (農 農) 

 (医 保健－看護学)   

(医 医)

(医 医) 

 (医 医)

(医 医) 

大分大 　　　　　　　(医 医) 

大分大      　　　　 (医 医) 

琉球大       (工 工) 

長崎県立 (地域創造 公共政策) 

亜細亜大  (法 法律) 

亜細亜大  (経済 経済) 

亜細亜大  (経営 経営) 

青山学院大  (国際政治経済 国際経済) 

青山学院大  (経済 経済) 

学習院大  (文 哲) 

北里大  (医 医) 

慶應義塾大  (法 政治) 

慶應義塾大 (環境情報) 

芝浦工業大(システム理工 建築 －建築) 

上智大  (理工 物質生命理工) 

上智大  (理工 物質生命理工) 

成蹊大 (国際共創 国際日本学) 

拓殖大  (政経 経済) 

中央大  (法 政治) 

中央大 (商 国際マーケティン) 

帝京大       (経済 経営) 

東京農業大 (国際食料 食料環) 

東京理科大 (創域理工 数理科) 

東京理科大 (創域理 機械航空) 

東京理科大 (創域理 機械航空) 

東京理科大  (薬 薬) 

東京理科大  (薬 薬) 

東邦大  (薬 薬) 

東洋大  (文 日本文学文化) 

東洋大  (社会 社会) 

日本歯科大 (新潟生命 生命歯) 

法政大  (社会 社会) 

武蔵野美術大  (造形 建築) 

明治大  (文 文－英米文学) 

明治大    (政治経済 政治) 

明治大    (政治経済 経済) 

明治大    (商 商) 

立教大    (経済 経済政策) 

立正大  (地球環境 環境シス) 

早稲田大 (教育 社会公共市民) 

早稲田大  (法) 

早稲田大    (商) 

早稲田大  (基幹理工 学系２) 

早稲田大(先進理工 化学・生命化学) 

麻布大  (獣医 獣医) 

松本歯科大  (歯 歯) 

名城大  (薬 薬) 

立命館大 (文 言語コミュニケーション) 

立命館大 (総合心理 総合心理) 

立命館大 (産業社会 現代社会) 

立命館大 (国際関係 国際関係学) 

立命館大       (法 法) 

立命館大 (政策科学 政策科学) 

立命館大  (経済 経済) 

立命館大  (経営 経営) 

立命館大 (食マネジ 食マネジ) 

立命館大 (情報理工 情報理工) 

立命館大  (薬 薬) 

立命館大  (薬 薬) 

立命館大  (薬 創薬科学) 

立命館大  (映像 映像) 

立命館大      (スポーツ健康) 

龍谷大   (先端理工 環境科学) 

大阪成蹊大 (芸術 映像ボイス) 

関西大  (商 商) 

近畿大  (農 農業生産科学) 

近畿大  (農 農業生産科学) 

近畿大  (農 農業生産科学) 

近畿大  (農 農業生産科学) 

近畿大  (農 応用生命化学) 

近畿大  (農 応用生命化学) 

関西学院大 (生命環境 生物科) 

甲南女子大 (文 メディア表現)

久留米大  (商 商) 

久留米大 

久留米大 

久留米大 

西南学院大 

 (医 看護) 

 (医 看護) 

 (医 看護) 

 (経済 国際経済) 

第一薬科大  (薬 薬) 

第一薬科大  (薬 薬) 

福岡看護大  (看護 看護) 

福岡大  (経済 経済) 

福岡大  (医 医) 

福岡大  (医 医) 

福岡大  (医 看護) 

福岡大  (薬 薬) 

福岡大  (薬 薬) 

福岡大  (薬 薬) 

西南女学院大 (保健福祉 看護) 

長崎国際大           (薬 薬) 

崇城大 (工 宇宙－航空操縦学) 

崇城大 (工 宇宙－航空操縦学) 

崇城大  (薬 薬) 

崇城大  (薬 薬) 

崇城大  (薬 薬) 

別府大  (看護 看護) 

別府大  (看護 看護) 

別府大 (食物栄養科 食物栄養) 

APU                   (アジア太平洋)

APU                   (アジア太平洋)

APU                   (アジア太平洋)

APU                   (アジア太平洋)

APU (国際経営) 

APU (国際経営) 

APU (国際経営) 

APU (国際経営) 

APU (国際経営) 

APU (国際経営) 

APU (国際経営) 

APU (国際経営) 

APU (国際経営) 

APU(サステイナビリティ観光)

西日本看護医療大 (看護-看護)

シドニー大学 (理-神経科学)



 

 SNS講演会                         生徒指導主任 荒金 正治  

【卓球部(中学男子)】 

3/14(土)  

第37回広域圏中学生卓球大会 @コンパルホール 

団体戦(学校対抗戦)だけの大会でした。各校２チームまで参加可

能で、参加チーム数は３２、本校は１チームの参加でした。各

パートの上位２チームが決勝トーナメントに進みます。 

《予選リーグ》２敗（予選リーグ敗退） 

岩田 ０ ― ３ 豊府B  

岩田 ０ ― ３ 附属A  

接戦の試合もありましたが、実力の差は否めず２試合ともスト

レートで敗退しました。今回確認できた課題に取り組み、次回の

大会では、よい試合ができるようがんばって欲しいと思います。

保護者の方々には応援や送迎等のサポートをいただき、ありがと

うございました。          （ 顧問 荒金 正治 ） 

 

【卓球部(中学女子)】 

3/15(日)  

第37回広域圏中学生卓球大会 @コンパルホール 

団体戦(学校対抗戦)を行いました。 

各校２チームまで参加可能で、参加チーム数は３２、本校は１

チームの参加でした。 

《予選リーグ》２敗 

岩田 ０ ― ３ 稙田南  

岩田 ０ ― ３ 判田  

 

岩田らしい団結力のあるプレーでセットを先取する場面もありま

したが、結果として２試合ともストレートで敗退となりました。

日々の練習の中で、限られた時間をどのように使うかという点に

甘さが残っていたことが、この結果につながったのだと思いま

す。それぞれが貴重な課題を見つける良い機会にもなりました。 

次回の大会では、これらの課題を生かし、やりきったと満足でき

る試合ができるよう、さらなる成長を期待しています。 

保護者の皆さまには、応援や送迎など多方面でご支援いただき、

心より感謝申し上げます。     （ 顧問 石﨑 立登 ） 

 

 

 

 

【インターアクトクラブ】 

3/21(土) ガザ人道危機緊急募金  

【国際奉仕活動】 

 募金活動の実施前には、クラブ生みんなでガザ地区の現状・問

題点・必要とされる救済について勉強会を開き、募金ポスターを

作成するなど事前準備に励みました。クラブ生の募金協力のかけ

声が大分市街地に響き渡りました。この募金活動が国際奉仕への

貢献になれたことが嬉しいです。また、世界で困っている子ども

の「平和」「健康」への関心や理解を高めることができました。

募金額は144、651円となり、多くの方々より温かなご寄付を賜り

ました。今後もインターアクトクラブは学生を支援したり、地

域・国内を支援する活動に参加していきます。募金に足を運んで

くださった保護者の方々、先生方ありがとうございました。       

                 （ 顧問 河野 智治 ） 

 部活動等結果報告 

 3/11(水)5 限に SNS の危険性と適正な利用に関しての講演会

を行いました。都合により高１生が大講義室で対面での受講、他

の学年は各教室でオンラインでの受講になりました。今回は、大

分中央警察署の高良翔太巡査が講師として来校されました。現場

で対応してきたさまざまな事案を参考にSNS を利用するにあたっ

ての危険性と適正に利用するための注意点などの説明をいただき

ました。軽率な投稿が危険な事態になってしまう可能性があり、

一度投稿したデータは、削除してもそれは表面上での削除であっ

て、Web 上では完全に消去することは不可能であり、警察や運営

会社でもできない。したがって、間違ったことをしてしまうと、

将来の人生にまで大きく影響してしまう可能性がある、という話

も頂きました。生徒は、他人事ではないというような面持ちで高

良巡査の話を真剣に聞いていました。公演後には、予定時間ぎり

ぎりまで生徒から多くの質問が出て、高良巡査も感心されていま

した。生徒には、今後SNS の適切な利用を心がけて間違ったこと

が起こらないようにして欲しいと思います。 

  

以下は、生徒の感想です。  

★「親からも言われて SNS は危ないと言われていたが、実際い

ろいろな刑法など も交えて聞いていると、まじでやめておいた

方がいいなと思いました。自分であげたりするときは必ず許可を

とるように気をつけたいと思います。」 

 ★「これまで、授業だったり先生からの話でネットの使い方を

学んできましたが、警察の方から聞くのは初めてだったんで緊張

感と楽しさがありました。」  

★「私はあまりSNS を使ったことがないので、もしSNS を使い出

したら今日言われた犯罪とかに巻き込まれないように気をつけ

て、もし脅されたりされたらしっかり周りの人などにすぐ相談し

たいなぁと思いました。本当に今日の講演はとても貴重な講演だ

と思いました！これからも SNS を使うときは気をつけたいで

す。」 



 

 退職される先生 

 

 野村 めぐみ 先生 (養護教諭) 

  28年間、本校の教育にご尽力をいただきました。 

 生徒・教職員一同、今後のご活躍とご多幸を祈念いた 
 します。ありがとうございました。 

岩田中学校･高等学校 
21世紀の有為な人材を育成する 

電話  097(558)3007 

Fax    097(556)8937 

Email  iwata@iwata.ed. j p 

HP   https://www.iwata.ed.jp 

 

 

大分市岩田町１－１－１ 

学校法人岩田学園 

  寮より          寮監長 辰口 裕一朗  

 2月27日（金）卒寮式 

今年も8名の高校3年生が無事寮を巣立っていきました。 

みんなで夕食を食べた後、在寮生からのことば、そして在寮生

から卒寮生へお花贈呈があり、卒寮生からのスピーチへ。中学1

年生から親元を離れて6年間、あるいは高校1年生から3年間、あ

るいは県外・海外から大分へ来て岩田での寮生活…。それぞれ

の寮生活への思いを後輩たちに伝えてくれました。 

 卒寮生8名の輝ける未来を祈念して、卒寮おめでとう！ 

 

 

令和7年度大分県中体連優秀選手表彰 
 3年2組 矢野功一郎  

 

第60回 OBS「私の作文」コンクール 

〈銀賞〉 2年1組 武内啓乃輔 

〈銅賞〉 1年1組 安部祥太 

     3年2組 阿部カレン 

〈佳作〉 

 1年1組 安東夏菜 梅田悠真 衛藤叶 

     鈴木颯眞 長﨑司真 武藤純玲 

 1年2組 秋山健太 河野藍理 川野心晴 

     釘宮悠 工藤芽映 津﨑瑠南 

     仲道陽花 檜垣美緒 綿田裕樹 

 2年1組 青木擢斗 菊池彩也香 田中遥音 

     津野友希 濱永倫子 

 2年2組 此本莉維愛 野田花帆 姫野優莉 

     松井稀 

 3年1組 浦野栞愛瑠 近藤碧海 末棟夢乃    

 3年2組 佐藤永彩 玉井愛大 山下凜 

 3年3組 金丸瑞保 内藤佳子 平原慧空 

     向井心遥 

  

OAB主催 OITA SPACE Hike2025 ２位  
3年1組 斎藤倫子  

3年2組 釘宮真夏 大友琥太郎  

3年3組 片山 愛梨 

 

 

 

ライフイズテックコンテスト2025冬 

〈特別賞）  

 5年1組 河野 桃花 菊池 青葉 

〈敢闘賞〉  

 5年1組 宮川真由香  加藤碧  

     岡田賢之介  武内光暁 

〈奨励賞〉  

 5年2組 杣田健翔 伏見遥響 桒谷美理  

     渡壁珊月  

 

自転車鍵かけグランプリ2025 
優秀賞 岩田高等学校（生活委員会主動）  

 

第77回大分県学校書写書道展 
金賞 半紙の部 2年2組 田中邑奈 松井稀 

 

第62回全国学生書道展 
創玄書道会奨励賞 5年1組 古手川瑠泉 

特選 5年3組 飯田心春 

秀作 5年1組 河野葉菜 

   4年3組 冨谷知亜紀  

       ロスマンアリアーナ 

   3年2組 阿部カレン 

   2年1組 田中邑奈  

   1年1組 野㟢咲葉  

 

第38回大分県高等学校競書展 

◇硬筆の部   

高教書道部会賞 4年2組 永田舞花 

推奨 4年4組 白石葵  

特選 5年3組 飯田心春 5年1組 河野葉菜 

◇毛筆の部  

推奨 5年1組 河野葉菜 

   4年3組 冨谷知亜紀  

特選 5年3組 有馬瑠来 飯田心春  

 

第62回 全国競書大会 

学年優秀賞 4年3組 冨谷知亜紀 

推選 2年1組 田中邑奈 木本夏穂 

特選 3年2組 阿部カレン 3年1組今井彩寧 

      1年1組 髙橋実紗 

金賞 3年1組 梅木奏 3年3組 川野咲空  

   1年1組 野㟢咲葉 

 

第34回 国際高校生選抜書展  

入選 5年3組 有馬瑠来 飯田心春  

      5年1組 古手川瑠泉 河野葉菜 

      4年2組 永田舞花  

      4年3組 冨谷知亜紀 ロスマンアリ  

             アーナ  

      4年4組 白石葵 

  

第48回蓮墨展 

◇半切の部 

 エフエム大分賞 2年1組 木本夏穂 

 蓮墨賞 2年1組 田中邑奈 

◇半紙の部 

 学年優秀賞 5年3組 飯田心春 

 蓮墨賞 5年1組 河野葉菜 

◇半切四分の一の部 

 大分県書道学会賞 3年2組 阿部カレン    

2026年4月の行事予定 

 4/3(金) 職員会議 

 4/4(土) 入学式準備 

    (新4年生通学生10:00) 

 4/6(月) 入学式 

 4/7(火) 校内OT(1年、4-4) 

     APU履修オリ(6-4) 

     寮生帰寮 

 4/8(水) 始業式・対面式・ 

     新任式 

 4/10(金) 実力考査(1年、4-4) 

 4/13(月) 写真撮影   

 4/14(火) 心臓検診(1年・4年) 

 4/15(水) APU講座開講式 

 4/16(木) 避難訓練・歓迎遠足 

 4/17(金) 答案返却・模試 

        (1年・4-4) 

 4/20(月) X線検査(4年) 

 4/23(木) 避難訓練・歓迎遠 

      足予備日 

 4/25(土) あしなが学生募金 

 4/29(水) 昭和の日 

  授業参観・保護者会総会・ 

  懇談会・寮生帰省 

 4/30(木)～5/6(水) 休業日 

 5/9(土)   体育大会予行 

 5/10(日) 体育大会 

 5/11(月)  休業日 

     （体育大会予備日） 
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